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会期 2019年9月15日(日)～2020年2月28日(金) 
※ 期間中火曜日休館（火曜が祝日の場合は火曜日は開館、翌平日休み）、年末年始12/29-1/3休み      

※ 開館時間  9/15～10/31 9:00～17:00  11/1～2/28 10:00～16:00 

会場 古今伝授の里フィールドミュージアム 和歌文学館 
入館料 大人310円（260円）・小人100円（50円） ※ （ ）内は20名以上団体料金 

※ 消費増税が行われた場合、増税以降の入館料は  大人320円（280円）・小中学生110円（60円）となります。 

短歌の里交流館よぶこどり開館記念講演／第7回古今伝授の里・現代短歌フォーラム 

「島津忠夫の遺したもの － 国文学と現代短歌とを往還した巨人 － 」 

日 時／2019年9月15日（日）13:30～  会 場／古今伝授の里フィールドミュージアム 短歌の里交流館よぶこどり 

参加費／無料（和歌文学館の企画展をご覧になる場合は別途入館料が必要です。和歌文学館でお支払いください。） 

申込み／フォーラムは事前の申し込みは不要です。席は先着順、自由席です。 

講 師／松平盟子氏（歌人、プチ★モンド主宰）、大西美千代氏（詩人）、竹島一希氏（京都府立大学文学部准教授） 

     講師兼コーディネーター・小塩卓哉氏（中部日本歌人会顧問） 

※ JR岐阜駅からの無料送迎バスを運行します。バスは事前予約制です。出発時間などはお問い合わせください。  

 

お問い合わせ／古今伝授の里フィールドミュージアム 

〒501-4608 岐阜県郡上市大和町牧912-1 電話0575-88-3244 FAX 0575-88-4692   URL http://www.kokindenju.com 

東海北陸自動車道ぎふ大和ICから車約7分・長良川鉄道「徳永駅」からタクシ―約5分・高速バス「郡上八幡インター」からタクシー約20分 

主催=古今伝授の里フィールドミュージアム 
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写真／島津忠夫氏。大正15年大阪市生まれ。大阪大学名誉教授、文学博
士。佐賀大、愛知県立大、大阪大、武庫川女子大などで教べんを取る。
『連歌師宗祇』、『和歌文学史の研究』、『島津忠夫著作集』など多数。平成
28年4月16日、逝去。冷泉家時雨亭文庫評議員、五島美術館理事（大東
急記念文庫）、柿衞文庫理事、現代歌人集会理事長などを歴任。「マグマ」
「日本歌人」に所属した。 
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島津忠夫の遺したもの   

      ― 国文学と現代短歌とを往還した巨人 ― 

短歌の里交流館よぶこどり開館記念 和歌文学館自主企画展 

＜お問い合わせ＞  

古今伝授の里フィールドミュージアム 

〒501-4608 岐阜県郡上市大和町牧912-1 

電話0575-88-3244 FAX 0575-88-4692 

http://www.kokindenju.com Facebookページもご覧ください 

会  期：2019年9月15日（日）～2020年2月28日（金） 

会  場：古今伝授の里フィールドミュージアム 和歌文学館 

開館時間：9/15～10/31＝9:00～17:00 11/1～2/28＝10:00～16:00  

休 館 日：火曜日(祝日の場合は翌平日）、年末年始（12/29～1/3） 

入 館 料：大人310円（260円）小･中学生100円（50円） 
       ※（ ）内は20名以上の団体料金 

      ※ 消費増税後は、大人320円（280円）、小･中学生110円（60円） 

主  催：古今伝授の里フィールドミュージアム 

 

アクセス： ※ご不明な点はお気軽にお問い合わせください。 

〔 車 〕東海北陸自動車道ぎふ大和ICより約7分  

〔バス〕高速バス「郡上八幡インター」バス停よりタクシー約20分 

〔電車〕JR美濃太田駅 -長良川鉄道「徳永」駅より徒歩約20分 

 国文学者として連歌などの中世文学を中心に

大きな研究業績を残した島津忠夫氏（大阪大学

名誉教授・古今伝授の里フィールドミュージア

ム文学顧問）は、国文学研究のためには実作も

必要だとして短歌を詠み、歌集を出版したり、

和歌から現代短歌までの文学史を編まれたり

しました。その研究や関心の幅広さは、著作集

（和泉書院刊行）や14,000冊以上にのぼる「島

津忠夫文庫」からもみてとれます。 

 今回の企画展では、島津氏の足跡を「島津忠

夫文庫」の蔵書を中心に振り返ります。また、

島津氏の愛知県立大学時代の教え子で歌人の

永井陽子に関する資料も展示します。 

 期間中の2019年9月15日には7回目となる

古今伝授の里・現代短歌フォーラムを開催し、

国文学と短歌の両面から、島津氏の業績を検証

するとともに、島津忠夫文庫の今後の活用方法

を考えます。 

短歌の里交流館よぶこどり開館記念講演／第7回古今伝授の里・現代短歌フォーラム 

「島津忠夫の遺したもの － 国文学と現代短歌とを往還した巨人 － 」 

日 時／2019年9月15日（日）13:30～  会 場／古今伝授の里フィールドミュージアム 短歌の里交流館よぶこどり 

参加費／無料（和歌文学館の企画展をご覧になる場合は別途入館料が必要です。和歌文学館でお支払いください。） 

申込み／フォーラムは事前の申し込みは不要です。席は先着順、自由席です。 

講 師／松平盟子氏（歌人、プチ★モンド主宰）、大西美千代氏（詩人）、竹島一希氏（京都府立大学文学部准教授） 

     講師兼コーディネーター・小塩卓哉氏（中部日本歌人会顧問） 

※ JR岐阜駅からの無料送迎バスを運行します。バスは事前予約制です。出発時間などはお問い合わせください。 
 

   

 

 2019年夏、島津忠夫文庫などからなる「短歌の里

交流館よぶこどり」が、古今伝授の里フィールドミュージアム

内にオープンします。 

 約200人収容できる研修室では、結社の集会や短歌

大会、講演会等ができます。また、可動式パネルを利用

すれば絵画や写真など平面作品の展示会もできます。 

 園内の桜、ぼたん、新緑、紅葉は見ごたえがあります

ので、吟行会を開いたときの拠点としても利用できます。 

 施設内にはカフェやミュージアムショップも併設して

いますので、古今伝授の歴史に思いを馳せながらコー

ヒーなどを楽しんでいただくこともできます。 

 ぜひご利用ください。詳しくは下欄までお問い合わせ

ください。（※2019年9月15日グランドオープン予定） 

フランス料理レストラン「ももちどり」も営業中です。また、

フィールドミュージアムから約５分で天然温泉や朝市を

併設する道の駅古今伝授の里やまとがあります。あわ

せてお楽しみください。 

 


